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 本学位論文は全 11 章で構成され、そのうち第１章が序論、第 11 章が結論であり、第 2 章か






 第 1 章の序論では、本論文の目的を示したうえで、VDT 使用上の諸問題に関する研究の現状
と先行研究についてサーベイを行い、本論文の構成と概要を説明している。 
 第 2 章「学習者の年齢に応じた VDT 視読に適する文字サイズ」では、見やすい文字ポイン
ト数、画面構成（白地黒文字、黒字白文字）、読みやすい字体を明らかにするために行った小学






 第 3 章「中学生と大人の VDT 画面における文字検索特性」は、ディスプレイ画面上の文字
配置位置及び視読順序に関する認知特性を調べるためにディスプレイを 9 分割して行った、全









は、VDT 作業による疲労特性を調べるために、高校生・大学生計 38 人を被験者として連続 100
分の VDT 作業、200 分の VDT 作業、400 分の VDT 作業を行わせるという実験の結果として
以下の結果を示している。VDT 作業を継続した場合の心的疲労の測定は、「睡眠・疲労」（まぶ
たが重かった、目が疲れた）、「労務遂行努力」（緊張していた、気の休まる暇がなかった）、「あ














 第６章「不均一照明環境における VDT 作業に適した照明環境特性に関する実験的研究」は、
特に学校教育における情報教育時の快適な DVT 照明環境作りを目標として、作業面照度と周









 第７章「繰り返しのある VDT 文書入力に適した高能率入力エディタの開発」は、繰り返し
出現するキーワードの繰り返し入力を効率化するために開発したコピー＆ペースト機能
（Minicopi）付きエディタ（EW）の効果について、中学 3 年生、高校 3 年生・大学 4 年生計
120 人を被験者として Simple Editor と EW の両エディタで入力作業を行わせ、比較するとい
う実験を行い、EW の効果を調べている。実験結果として、タッチタイピングのできる被験者
では当該 EW の使用はかえって効率を損なうが、EW はタッチタイピングのできない初学者の
場合には作業能率を高め、タイプミスを減らすことができるということが明らかになった。 
 第８章「看護師の VDT 画面情報記憶の年齢群別認知特性」は、VDT 上の複数のデータを一






ている。2 桁整数を 1 チャンクとした短期記憶容量の範囲は若齢看護師・中齢看護師共に 5 チ
ャンク以内であり、両年齢群で作業パフォーマンスに差異はない。ただし、短期記憶保持が 5
チャンク以内であっても、チャンク数の増加とともに作業に対する主観的評価は悪化する。 
 第 9 章「看護師の VDT データ判定能力に関する年齢群別特性」は、VDT 作業を行う際の作
業遂行能力及びエラーの自己申告と性格に関して若齢看護師と中齢看護師の間の差異を調べる











 第 10 章「若齢看護師と中齢看護師への Web 情報検索教育法に関する年齢及び職能別特性」
は、情報教育における指導法として「教授型指導」（learning by being told）と「検索型指導」
(learning by doing)の有効性を比較検証するために、PC 使用経験の少ない若齢看護師 58 人、




















 本論文の学位審査会は 2009 年 1 月 29 日、教育学研究科及び医学部歯学部附属病院からの審
査員各 1 名を含む学内審査員 5 名によって行われた。本論文の審査結果は以下の通りである。 







 2. 本論文において審査委員会が特に高く評価したのは第 8〜10 章の看護労働及び看護師教
育に関わる研究である。第 8 章はデータ処理速度に年齢差はないが、中齢者は短期記憶保持に
より大きな負担を感じていること、また短期記憶容量の限度が 5 チャンクであることを示した
が、以上の結果は、例えば看護師が日常業務において患者の最高・最低血圧、心拍数、体温等
のデータを手に書いて行っている記憶保持作業を情報化（コンピュータ化）するといった、医
療業務の処理の情報化を進める場合に、医療用ユーザーインターフェース・医療用ソフトウエ
ア・看護情報システムの設計において考慮すべき実験結果であると言える。さらに興味深いの
は、第 9 章の若齢看護師と中齢看護師のデータ判定能力と性格の関係に関する研究において、
中齢看護師の場合には L 尺度の値が高く、「他者に自分を実際以上によくみせよう」という心
理が働いていること、こうした心理によって中齢者の作業速度はより遅くなるが作業はより正
確になっているという分析である。この研究成果は、看護師不足という現状において結婚・育
児等を理由に退職した元看護師（多くは中齢者）を職場復帰させる場合に必要になる再教育に
おいて、中齢者の心理を考慮した教育方法を工夫する必要があることを示唆している。また第
10 章も医療業務の情報化を進める上で必要になる看護師に対する情報処理教育においては、
「教授型指導」のみではなく、看護師の活動活性及び好意的認知を考慮した「検索型指導」の
部分的活用も有効であることを示していることは、重要な指摘であるといえる。看護師不足と
いう現代日本の状況において看護師教育・再教育および医療業務の情報化による効率化という
社会的ニーズが存在するが、この分野の研究は少なく、以上の３章はこうしたニーズに応える
研究の第一歩として特にその意義は大きい。教育法について言えば、教育に関しては「適正処
遇交互作用」理論が妥当であるとすると、たとえ年齢別であっても集団に対する一律的教育は
適正な教育ではなく、個人の個性に合わせて学習指導法をかえるのが良いとされている。しか
し学校教育のみならず職業教育においても一定の集団的指導は不可避であり、両者のバランス
を考えるような教育方法の研究が必要であると思われる。本論文はこのような困難な研究分野
に一石を投じたものと認められる。 
 本論文については以上の肯定的評価がなされたが、審査委員会では本論文の限界と問題点が
指摘された。 
 著者自身が結論において述べているように、本論文の研究が各課題の解決のために十分な研
究であるとは言えず、各テーマに関するさらなる実験と研究が必要である。例えば、第１章の
フォントサイズに関する実験では視角や画面上の情報量が変われば実験結果も変わると思われ
る、また第 10 章の情報検索実験の場合も、検索対象が興味の持てるものと、そうでないもの
では検索時間や心理に差異が生まれ実験結果に影響を及ぼすと考えられる。このように、各実
験の限界を自覚して実験条件を様々に変えた実験によって検証していく必要があることが指摘
された。もっともこうした指摘は本論文に示された研究の価値を損なうものではなく、本論文
の研究を第一歩として、今後さらに検討すべき問題の指摘であった。特に、看護労働及び看護
師教育の研究については社会的ニーズを考えて更なる研究の進展が期待された。 
 以上から、本審査会は全員一致で本論文は博士（学術）を授与するに値する論文であると認
定した。 
 
 
